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概要
いま，各方面で「共生」という言葉がしきりに使われる C それは一つに“人と自
然との関係性"においてであり もう一つには“人と人との関係性"においてであ
るO それがいま改めて関い直されなければならない理由は，近年そのような“共生"
が大きく崩壊してきたという認識にあろう O ではそのような状況に立ち至った原!還は
何かc それには様々な解説が可能だろうが，根源をたどれば結局，“科学技術"に行
き着く c
そもそも，技術は人類が自然の脅威や社会の子渉の中で，安全，快適かっ便利に過
ごすための道具・手段として生まれてきたものである。それは当然のこととして，自
然の支配力，社会の影響力から我々を開放して，可能な限り快適で自由な暮らしを支
える役目を担う。そのことの当然の帰結として，我々の生活は麗聞の干渉から独立
し，それは“自然との共生'¥“社会との共生"といった状況からは離れていく。で
は，そのような共生を維持しながら，一方で我々人類の欲求で、ある，安全・快適・利
便を実現する技術体系とはどんなものだろう。
結論的に蓄えば，このような技術は既に1970年代に提唱された「適正技術jと類似
するものである C 当時は現実を変えるに至らなかったが，それは社会背景が，
企業の巨大技術」対 f市民のための適性技術Jという対立構造の中での提案であった
ためだろう。しかしいま状況は大きく変化して，全人類の生存基盤である地球生命舗
の存続という切迫した事態のやでの部題提起であることから，そのような新たな技術
の必然、性ははるかに高まっていると思われる O
1.いま我々が産面する問題とその克服の道
20世紀型技術とそれに支えられた社会が，いま多くの問題に室面していることは否
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定しがたい。このような事態をもたらした原簡を要約すれば，“大規模工業技術"と
“市場の競争原理"に行き着くだろう O これがもたらした利便，快適，豊かさの副作
沼として，いま工業先進国，中でも我が国が様々な難題に車部しているc そして当然
のことながら，都市・工業化のマイナスを集中的に引き受けたのが，地方の農系社会
であり，むしろその犠牲の上に，成り立ったという側面は否定できない。
このような状況に鑑みれば，これからの日本を真に豊かな f共生社会Jに再生する
一つの確かな道は，これまで都市・工業社会の詮で，その副作用を受けて衰退・崩壊
しつつある数多くの地域社会を，それが本来持つ自然共生的機能に依拠して健全な姿
に再生することであるといえよう G つまり，これまでの技術の単なる改善・改変で，
共生社会の技術体系ができるのではなく，社会・経済から儲値観なども大きく変革の
中で生まれてくるものである。そのことの必然性および，そうして出来あがるだろう
技術システムのイメージを以下に探ってみよう O
2.なぜこのような技術の副作用が生じたか
新たな共生社会の技術を探るには これまでの技術が今日の副作沼を生んだ理由を
知らなければならない。そのために，そもそも技術とは何かについてここで簡単に振
り返ってみよう。最初，入院が自然の中で動物に近いかたちで生きていたとき，技術
は自然からできるだけ多くの恵みを引き出し，一方でその脅J威を訪ぐための手段とし
ての役舗を持っただろう O その後，特に19，20世紀に入ると，歴史が示すように「軍
事」と f経済Jの道具として科学技術が驚異的に発達した。軍事技術がもたらした悲
惨な破壊については繰り返すまでもないが，経済発展のための技術もまた，資本の原
理に従った経済競争の結果として大量生産・大量消費の工業社会をもたらした。
このような技術がもたらした副作用の一つは， I自然jに対するものであり，いま
では「環境の悪イヒJと「資源の枯渇jが人類存続さえ危うくしている O その中でもい
ま最も危倶されているのが気候変動であるが，この原因である CO2こそまさに，20 
世紀の科学技術が全面的に依存している化石燃料に由来するものである O そのため，
環境改善技術も含めて，化石燃料に依存するいまのあらゆる技術は，基本的に"地球
にやさしく"はありえない。そのような意味で，温暖化開題こそ今日の技術に対する
最終的な警告とも患われる G
もう一つは「人間・社会Jに対する影響である O 今日の工業先進国では，あらゆる
技術とその製品に屈まれている為に 自分の暮らしが誰かの患恵で支えられていると
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いう感覚は生まれる余地がない。スーパーの欄で何でも手に入り，蛇口をひねれば水
が出てくるという状況で，自然の恵みを実感することが難しいだけでなく，他人の世
話になっているという意識もなくなるだろう。それに代わって必要なのは「お金jで
ある O 自らの労働の対髄(と思っている)金さえ持っていれば，あらゆるものが手に
入る状態では，感謝などという心はもはや必要としないだろう。また，このような技
術に大きく支えられて育った人間が，他者や自然に対する共感がない，人と力をあわ
せることができない，我慢がないなどといわれる性向も，それが事実とすれば，技術
の恩恵、がもたらした当然の副作用と考えられる。
もしこのまま今の技術の展開で快適・手1J1更を追究していけば，その延長線上で出来
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あがる暮らしは，バーチャル技術に取り巻かれた「カプセル社会jになるだろうと，
筆者は想像している(臨1)。人々はこのとき，そのような暮らしを幸せと思うだろ
うか。未来 SFの中にしばしば，完全に荒れ果てた自黙環境の中で，バーチヤルに現
出した緑豊かな森の景観の幻影に満足している様がえがかれるO これは，あながちフ
ィクションではないかもしれない。快適も利使も頭がそう感じればそれで、いいのなら
ば，その後に行き付くのは， t見覚や聴覚などを通り越して，直接脳内にその感覚を送
ろうということにならないか。たとえば， ドラッグやマインドコントロールなどとい
うのはその手段の剖だろう。これと同列に言及するのは気になるところであるが，撰
想、によるトランス，また悟りによる“心頭減却"…などというのも，物理的な環境と
は無関係に，脳が満足感を受け取ればいいことを意味する(閣 2)0 
3.人類の幸せをどう定義するか
これまで、の技術が人々の幸せを必ずしももたらさなかったと言ったとき，それでは
な社会・暮らし」とはなにか，が関われる。これは哲学の究極のテーマである
が，いま新たな共生社会とはなにかを考えるためには，この課題を避けては通れない
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だろう O ここでは形部上の深い議論は措いて，社会のさ~t高度を表わす尺度として様々
な場面で提案されてきた「社会指標Jを足場に検討してみよう O 多くの場合，社会の
幸福度を規定するこつの大きな要素として，悶3に示すような， r経済的側面jと
円士会・人間的側面Jを挙げているC 問題はこの両方のバランスをどの辺りにとるか
であるが，我が閣を始め多くの国々では，このバランスが大きく崩れていると認識さ
れ始めた。このところ頻りに「心の豊かさjが言われるのはその証左であるc そし
て，もう…ついま自己慮が不可欠なのは「エコロジー的側面jである。これは俗に“地
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球にやさしく"といわれる評価基準で，現世代の我々の幸せとは藍接に関係しない
“自然生態系や将来世代"といった存主の生存可能性を保持することである。問題
は，この fエコロジー側面jが我々現世代の幸せと，多くの場合利害が相反すること
である O ここに「環境倫理Jの議論が生じてくる背景があり，また「生命倫理jと
「環境倫理」が対照的な一面を持っと雷われる所悶であるO
この三つの棺互に相容れ難い特性を持つ倒値1&IJ閣をどうバランスさせるか，立湯や
{箇値観によってそれぞれの価値の重みが大きく異なる人々の簡で，その共通解をどう
見つけるかが今の最大のテーマである(図 4)。次いで これら三つの異なる価僚の
実現を推し進めるために，それをいかに「動機jづけるかである。それに対しては，
関5に示すような哲学がありうると考えられるが，これはまだ今設の課題である。
4.新たな技術を産み出すための条件
以上のようなこれまでの技術の問題を克瓶する，これからの新たな技術を実現する
社会背景とはどのようなもので，それほどんな技術なのだろう O それを考えるための
いくつかの視点を挙げよう O
間万たなスポンサ
ある技術が作られるには，それが誰にとって，何に役立つのかが最初にある O これ
まで技術者が仕事をする時 ほとんどの場合に何かの総織に麗しているので，特に意
識することなくその総織のために役立つことを考えるのは当然で、ある。その組織がこ
れまで企業であり箪であったことが いまの問題をもたらす元となった経緯は先述の
通りである。つまり，一般の市民の心豊かな生活や，さらには将来世代や他生物の生
存を第一義的な目的とするスポンサーがいなかったことが，共生社会のための技術を
生み出す場がどこにもなかった理由である O
このことを考えると共生社会のための技術開発は，市民(生活者)と将来世代を代
弁するスポンサーが必要だ、ということになる。本来公的な機関がそれを担当すること
が期待されるが，これまでのところ「公jもまたそのスポンサーは「産」であり，さ
さやかな税金を納めている一般国民でも，全く納めていない将来世代や他の生き物で
もない。そのことに気付いて，市民のための技術開発の場をいかに作るかという試み
が， “市民の手による環境産業創造"などとして，いま各方面ではじまっている oNPO 
の詮盛もそのことと無関係ではない。
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?新たな視点j
技術の効果を評価するとき，それがもたらす効用の範劉を設定することが不可欠で
ある。濁暖化問題への対処を問うたときの学生レポートで， r地球のj昆度が少々高く
なっても，今はクーラーというものが発達しているので心配はないJというのがあっ
た。これにはー韓驚いたが，考えてみるとこの言葉は大事な問題提起を含んでいる。
もし，建築物内部の空間を環境と定義すれば，クーラーによってその室内環境を快適
に保てればよく，そのとき室外に出される温風は対象系外であるから評価に加える必
要はない。しかし，放出された温風による都市のヒートアイランドを考える都市計間
者は，都市空間への排熱こそ問題とするだろう C そして，地球温暖化を対象とする者
は，その元凶となる CO2排出j原としてのクーラー使用の抑制を求めている。
このように，その評価の「空間的範題jをどこに設定するかで，評価結果は全く相
反することになる。これまでは自分の利益のために，速くに，また後世にツケを残し
てきた。“thinkglobally (地球規模で配慮すること)"の意味は，日の前のすべての技
術開発にも，ぞれがもたらす地球への影響を考慮することであり，また globallyの中
には当然のことに将来佼代への配車という時詩的要素も含まれる O 技術者はまず対象
系の境界を定義することを議論の前提とすべきであるにも拘らず，しばしばこれを忘
れるか意図的に寵味にしている。
5.新たな方向を模索する動き
(1)高度先端技術による対応
以上のような問題点を踏まえた上で，地球制約下での新しい技術を毘指すーっの方
向は，科学技術が担ってきた"自然の製肘を克服する役割"をこれからもあくまで期
待する「技術シナリオ」である(表 1)。わが国が進めようとしている“核エネル
ギー，宇宙での太陽発電，深海のメタンハイドレートなどのハイテク技術への展
梼がその代表併である。 C02の国定化もその一つで アメリカもプッシュ政権になっ
てその推進を打ち出している G これら先端技術が成功すれば環境破壊や資源枯渇に対
処する手段となろうが，“元から断つ"の原則に反するために，当然その困難さが予
想されるO
さらにこの種の技術シナリオは無限(フロンテイア)世界観を前提に，人類は(技
術的に)絶えず新たな物を作り出すべきという f進歩史観jに立って作られた仕組み
に乗っているJ、上， r人・社会Jへの影響は解決しないどころか一層加速される(表
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(2)市民参加型技術による対JiI)
このような技術シナリオ自体が持つ問題を考えたとき， r社会変箪シナリオjとも
呼ぶもう一つの方向があるだろう O このシナリオも技術を必要とするが，それはこれ
までの20世紀型技術とは異なるものである O それこそがここで論じようとする新たな
「環境共生技術jであり，具体的にどういうものかを，最近見られる各地の事慨をヒ
ントにして探ってみよう O
{生ゴミの循環システム]最近，生ゴミ処理の技術として，市民が作業に大きく関
わって堆肥化し，出来た堆肥の行き先も皆で考えようという動きが見られる。その理
由は，まさにこれまでの大規模技術がもたらしてきた様々な問題を回避するためであ
る。つまり，家庭からの生ゴミを堆杷化して循環することは，これからの循環共生社
会を作っていく第一歩であり，単に市民は排出者で始末は誰かがしてくれるという，
これまでの使い捨て社会の仕組みを転換することなしには循環社会はありえないとい
う理解から来る C 幸い市民はそのような社会変革に参加する意義を強く感じ始めてい
る。
本当の意味で循環システムを構築するためには，これに関わるあらゆるセクターが
それぞれに大きな努力を求められる O その中のー箇所でも綻びれば全体の環が破綻す
るので，皆が利害衝突なく協力する一体の仕級みを作ると共に，人為の循環と吉然の
循環が調和しなければならない。ここに “人と人 人と自然の共生"の必然性があ
る。これまでの失敗の大きな原因はそのことへの配慮が足りなかったことにある O こ
こではそのことを十分に認識し，出来た堆肥は農家の協力によって活用し，さらに農
作物を市民が購入するという連携の環を構築し，皆の力で維持していこうとしてい
る。
また並行して市民農調を設け，そこで子供の環境教脊，老齢者の健康・福祉活動な
ども含むコミュニティー再生の拠点としての役割も視野に入れている O 行政はそれを
信頼し，財政的・人材的な支援に徹することにしていて，新たな行政と市民との関
係，つまり真の市員参加型行政の芽生えが見られる O 循環は物についての完結した環
を形成することであるから， r共生Jと問時に「自立Jという概念とも無縁ではな
しミ O
{市民によるエネルギ一生産]物やエネルギーを作り出す動服系でも，市民主導ま
たは参加型のシステムが様々に見られ始めた。たとえば「お日様発電所jを作る京都
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のプロジェクトでは，専門的な NPOが基金集めから計商設計まで，地域市廷と十分
な話し合いと合意で、進め，実施段階でも皆が役割分担してそれに関わることを重視し
ている。
また菜の花なとεのバイオマスや 天ぷら廃油で石鹸やバイオフエルを作るなどの試
みも各地で見られ始めた。そのためにはまず社会の仕組みを，全ての主体が力を合わ
せて(パートナーシップで)作り，その上でそれにふさわしい「エコ又はローカル技
術」を注意深く選定することになる O その際に，まさに消えようとしている法統技術
の知恵を，いかに発見し持活沼に結びつけるかがいま大事な段階にある。
6.市民参加型技術の意義
このような，一見先祖返りとも思える「環境共生技術jの持つ意義は何だろうか。
それはこれまでの20世紀型技術が，人と自然に対しでもたらした先述のような多くの
副作用をその元に襲って改めようとする点にある。その技術の特質をこれまでのもの
との対比で示したのが表3である。
ここで提起している技術の特性は，
*身の丈のローカル技術である
*市場競争から免れる
表3 21世紀の技術の特徴
20t世紀裂技術の符後 :2It世紀型技術のヰ守護主
(現役代の〉事IH更.1失遜将采i!l:fi':の)持絞 j 目的|
(一書官の) 所有・支配会人の) 幸せ
-大規淡・大f愛生選霊.J密室ま生産 +(爽の至急かさ〉
・7行場原潔 ;・ 3ド首1~暴露'Jf土産量み トー(券市場価{盗)
・ツケの外部{と い内部{ヒ +(物資不滅1JK滋)
特↑11. fヒ石燃料 いお然エネルギー トー(主主慾系1JK王室)
-物王室・化学約1JK滋 1・生物的原務 +(エントロピ}深刻)
・米議立すr.乙 ;・係国対応百 十(エントロビー療費1])
; が汲v
凶作用卜去を綴i潟塁 ;・資j泉徴潔
. ~最後五童話整 . ~譲宅童保会
-自主主との護苦手主 ; ・自然との共投・主主数 j
-役会との断絶 : 人との共生・感諮;
，字母子中約機能低下 :・努力と忍磁の(ij]復 j
-身体約機務低下 ;・人のカと授の復i設;
[ローカル技綴]
[市災参加]
[Ej3主的 i
[太隊依存 I~，
f一次生凌]〆
[社会事足家] j 
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*自立的である
*主に生物・生態系を利用する
このように，一般の市民が力を合わせ，かつ岳然、の力に依存する部分が多い技術特
性は， El然のリズムに合わせてその恵みと脅威を実感として感じさせるだろう G その
ことから人と人の共生，人と自黙との共生の認識が自から培われ，いまの社会が底萄
する「人と人との関係性の崩壊J，また「人と自然及び地球環境との関係性」に関す
る深刻な諸問題の解決にも有効であろう。
7.市民技宇野による自然共生型の持続社会づくり
上に紹介したような例は，“自然共生型文明"とでもいうべき，持続可能社会を目
指すーっの変革を支える技術の萌芽と言っていいだろう。そして近年は，単に技術だ、
けでなくそれらを組み込んだ、地域社会をトータルとして再生・創i造しようとする動き
が各地で見られる O
それでは，環境共生型の社会像はどんなものだろう O それは世界各地の倒を見る限
り，“工と農，都市と里地"の連指の中で，新たな豊かさを求めるライフスタイル
が，石油依存の大量生産システムから，自然生態系の摂理とこれに恕1染むような技術
軽量寺町
子l:7!-:J-f:"-由
“談企重量幸士会のE事I草r
人隠・社会
SEEA ... System ofEnvironment 
血dEconomic Acco阻且ng
ISEW • . Index of S出詰illableEconomic Welfare 
NEW'''Me師団官。fEconomic Welfare 
HSM '''H田n阻 SatisfactionM回目出
PLI • • • Peoples Lue lndica旬回
NRA "'Na出血lRe曲官1:eAccoun出E
TGI • • • Target Group Index 
図6 三つの規範を規定する原日日
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で支えられた社会である。そのような社会は，これまでの都市化と工業化の過程で，
そのツケを一手に引き受けてきた里地・里出，農系社会にこそ可能性があることは論
理的に必然である。
ヨーロッパやアメリカでは最初は実験的にそしていまや実際的に，そのような社会
づくりが各地で見られ始めた。ぞれらは， Iサステイナブル・コミュニティーj，Iエ
コピレッジjなどと呼ばれて，それぞれが原点では少しずつ違つてはいるが，出来あ
がった姿はかなり類似している。それは，このような社会や街づくりが拠って立つ，
「ハーマン・デーリーの3原則j，Iナチュラルステップの4原則j，Iアワニーの法
則j，そして「デピット・コーテンの税企業社会の原則」などが，地球を有限の閉鎖
系であるとした熱力学と生態学の原理に立ち，その上で、人が真に豊に生活するための
地域社会のあり方を考えるところから，導かれたものだからであろう(関 6)。
ただし，何事もプラスの裏には副作用があり，このような自然共生型の市民技術社
会にも当然多くの問題点があるO したがってこれを 先端高度技術に支えられた都市
社会と適切に組み合わせることによって 国全体として効用最大で副作用最小の社会
のあり方を注意深く見出していくべきは雷うまでもない。それは今後の世界，地球，
国内情勢の推移に拠っている。
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